
令和 7 年 10 月 24 日 

作新学院大学女子短期大学部学生 FD・SD 研修報告書  
 

１ 日時 令和 7 年 10 月 22 日（水） 12：15 ～ 13：00   

２ 場所 管理棟小会議室  

３ 参加者 

 学生  5 名 

 教職員 9 名 

   渡邊学長 

   幼児教育科長 坪井先生 

広報部長 西田先生 

FD・SD 委員長 兼 教務委員長 矢野先生 

FD・SD 委員 花田先生 

FD・SD 委員 横井先生 

FD・SD 委員 森嶋先生 

事務局 図書情報課 平野課長 

事務局 図書情報課 西田 

 

４ 研修目的  

学生 FD や本学の教育について理解を深めるとともに、FD・ＳＤ活動に学生の声を反映させ

ながら本学全体の教育力の向上を目指すべく、学生・教員・職員が一堂に会して気軽な雰囲

気の中で語り合う。 

 

５ 実施内容 

  司会進行：ＦＤ･ＳＤ委員長 矢野先生 

 

＜１＞作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部の沿革、建学の精神、教育の目的 

（渡邊学長） 

 

＜２＞全体的な説明（本日のＦＤ･ＳＤの主旨について）（幼児教育科長 坪井先生） 

 

＜３＞意見交換 

●作短の感想（授業・サークル活動・行事等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学生の意見】 

・高校の授業とは違い、グループワークが多く楽しく授業を受けている。 

・入学前から先輩に聞いていたが、課題が多い（複数科目の課題の締め切り重なる）ため改善してほし

い。 

・課題の出され方が先生によって異なるため、スケジュール管理をもっと容易にできるよう改善してほし

い。 

・課題が多く、締め切りも異なるため、スケジュール管理能力が身についた。 

・難しい課題でも友達同士で協力していける良い環境だ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●初めての実習を終えて、これから更に学びを深めていきたいこと、学んでおけばよかったこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●なぜ作短を選んで入学したのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学生の意見】 

・ピアノは全くの初心者だったが、担当教員が親身に寄り添ってくれて、安心してレッスンをうけることがで

きた。 

・楽典は本当に難しく、理解しないまま課題を出していたため、試験勉強で苦労した。 

・楽典を学ぶ意図が理解できなかったので改善してほしい。 

・保育者を目指すという同じ目標を持った仲間たちと、毎日明るく、楽しい学生生活を送っている。 

・スクールバスの利便性が悪く、LRT はひどく混雑しているため改善してほしい。 

・来年度、本当にスクールバスがなくなる場合には、LRT ではなく自家用車で通学しようと考えている。 

 

【教員の意見】 

・課題を出すタイミングやボリュームを教員間で共有し調整できないか検討していきたい。  

・学生が課題の提出スケジュールを管理しやすいシステムはないか検討したい。 

・作短 1 年生の学生 FD・SD の試みに関して、今後も引き続き忌憚なき意見をもらって作短の教育改善に

役立てていきたい。 

 

【学生の意見】 

・他の学校と悩んだが、オープンキャンパスに参加して、「行事の多さ」に魅力を感じて作短を選択した。 

・他の学校と悩んだが、作短の伝統に魅かれて入学を決めた。 

・作大を卒業してから作短に入学したが、親しみや身近さがあり入学を決めた。 

 

【学生の意見】 

・実習先の先生たちの協力体制や連携がスムーズで凄さを感じた。 

・3～5 歳児クラスに配属されたが、クラスの中でも、年齢によって差が大きくあり、言葉が伝わらなかった

り、遊び方が異なることに気づき、もっと対策をしておくべきだったと感じた。 

・作短でも「保育者役」と「幼児役」に分かれて模擬をすることがあるが、学生が演じる幼児役は良い子過

ぎると、実習にいって実際の子どもとふれあい、現実を味わった。 

・実習前に、わいわいひろばのような実際の子どもと触れ合う機会がほしかった。 

 



（学生ＦＤ・ＳＤの様子）撮影：企画広報室 青山（弘） 

    

   

 

（文責：図書情報課 西田） 


